
第
１
９
１
回
拡
大
中
央
委
員
会
が
１

月
30
日
、
13
時
か
ら
開
催
さ
れ
、
春
闘

の
闘
争
方
針
が
決
定
し
ま
し
た
。

統
一
重
点
要
求
が
９
項
目

①
JR
に
お
け
る
定
期
昇
給
の
完
全
実

施
と
２
０
２
１
年
４
月
１
日
時
点
に
お

け
る
基
本
給
（
平
均
）
の
１
・
８
７
％

相
当
額
、
５
０
０
０
円
を
基
本
と
す
る

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
求
め
る
。

②
再
雇
用
者
（
６
０
歳
以
上
）
の
賃

金
の
底
上
げ
を
め
ざ
す
制
度
改
正
を
求

め
る
。

③
JR
グ
ル
ー
プ
各
社
に
お
け
る
定
期

昇
給
の
完
全
実
施
、
制
度
の
な
い
会
社

に
お
け
る
定
期
昇
給
制
度
の
確
立
。

④
グ
ル
ー
プ
会
社
に
対
す
る
要
求
は
、

JR
本
体
の
要
求
を
基
本
と
し
、
時
給
制

度
社
員
は
１
５
０
０
円
を
目
標
に
、
当

面
は
１
０
０
０
円
以
上
の
実
施
を
求
め

る
。５

項
目
か
ら
９
項
目
に
つ
い
て
は
国

鉄
新
聞
参
照
を
お
願
い
し
ま
す
。

具
体
的
な
闘
い
の
展
開

賃
上
引
き
上
げ
要
求
は
、
２
月
12
日

（
金
）
に
労
働
条
件
改
善
要
求
等
と
共

に
、
JR
各
社
一
斉
に
申
し
入
れ
る
。

回
答
指
定
日
は
、
３
月
18
日
（
木
）

を
基
本
と
し
、
第
一
次
回
答
ゾ
ー
ン

（
３
月
15
日
〜
19
日
）
お
よ
び
第
二
次

回
答
ゾ
ー
ン
（
３
月
22
日
〜
26
日
）
と

す
る
。
さ
ら
に
グ
ル
ー
プ
会
社
に
お
い

て
は
３
月
月
内
決
着
を
め
ざ
す
。

回
答
指
定
日

３
月
18
日
（
木
）

●
連
合
〜
賃
上
げ
は
定
期
昇
給
相
当
分

の
２
％
の
確
保
を
大
前
提
と
し
「
底
上

げ
」
を
取
り
込
む
こ
と
で
２
％
程
度
の

賃
上
げ
実
現
を
め
ざ
す
こ
と
と
し
て
い

る
。

●
全
労
連
〜
具
体
的
な
賃
上
げ
額
は
月

額
２
５
０
０
０
円
以
上
、
時
間
給
１
５

０
円
以
上
を
め
ざ
す
こ
と
と
し
て
い
る
。

●
全
労
協
〜
春
闘
方
針
・
「
８
時
間
働

け
ば
暮
ら
せ
る
社
会
！
同
一
労
働
同
一

賃
金
の
実
現
」
を
め
ざ
し
、
「
時
給
１

５
０
０
円
、
月
額
25
万
円
以
上
の
賃
金

補
償
を
」
と
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
伴
う
雇
止
め
の
増
加
が
予

想
さ
れ
る
た
め
、
コ
ロ
ナ
労
働
相
談
、

相
談
体
制
を
強
化
す
る
と
し
て
い
る
。

２
０
２
１
春
闘
特
集
よ
り
記
載
し
ま

し
た
。
詳
し
い
内
容
は
冊
子
を
参
照
し

て
く
だ
さ
い
。

●
１
月
が
終
わ
り
２
月
に
入
り
ま
し
た
。

年
末
年
始
や
１
月
に
入
っ
て
か
ら
も
新

潟
県
は
大
寒
波
で
大
雪
に
な
り
大
変
な

状
況
が
続
き
ま
し
た
。

県
内
の
在
来
線
が
連
日
に
わ
た
っ
て

運
転
見
合
わ
せ
が
発
生
し
ま
し
た
。
３

年
前
の
２
０
１
８
年
１
月
、
４
４
４
Ｍ

が
立
往
生
し
た
年
の
よ
う
な
大
雪
で
し

た
。２

月
、
今
年
は
３
日
が
立
春
で
す
。

少
し
づ
つ
春
に
近
づ
い
て
い
ま
す
。
待

ち
遠
し
い
で
す
ね
。

■
１
月
30
日
、
拡
大
中
央
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
春
闘
の
具
体
的
な
闘
い
、
要

求
に
つ
い
て
決
定
し
ま
し
た
。

地
本
も
３
月
６
日
、
拡
大
地
方
委
員

会
を
開
催
し
ま
す
。
具
体
的
な
春
闘
行

動
を
全
体
で
議
論
し
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

昨
年
、
春
闘
の
取
り
組
み
は
、
新
潟

駅
前
、
宣
伝
行
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

参
加
に
つ
い
て
県
労
連
、
地
区
労
会
議
、

建
交
労
の
仲
間
の
皆
さ
ん
に
要
請
し
元

気
の
出
る
春
闘
行
動
を
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

今
春
闘
も
、
コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
元
気

の
出
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ

う
！
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①
少
な
い
労
災
請
求
数

厚
生
労
働
省
「
平
成
30
年
版
過
労
死
等

防
止
白
書
」
に
よ
る
と
、
２
０
１
５
年
度

の
就
業
者
の
脳
・
心
臓
疾
患
の
死
亡
者
数

は
２
７
０
１
９
人
で
す
が
、
労
災
請
求
件

数
は
２
８
３
件
で
、
わ
ず
か
１
・
０
４
％

に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
２
０
１
９
年
に
お
け
る
自
殺
者

数
は
２
０
１
６
９
人
で
、
そ
の
内
勤
務
問

題
を
原
因
・
動
機
と
す
る
自
殺
者
数
は
、

１
９
４
６
人
（
９
・
６
％
）
で
す
が
２
０

１
９
年
度
の
精
神
障
害
に
よ
る
自
殺
（
未

遂
も
含
む
）
の
労
災
請
求
件
数
は
２
０
２

件
（
10
・
４
％
）
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

②
低
い
労
災
認
定
率

脳
・
心
臓
疾
患
、
精
神
障
害
の
労
災
認

定
率
は
、
２
０
１
５
年
か
ら
２
０
１
９
年

の
５
年
間
は
い
ず
れ
も
３
割
台
の
低
い
認

定
率
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

し
か
も
精
神
障
害
の
自
殺
事
案
を
除
い

て
、
認
定
率
が
下
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

２
０
１
５
年
と
２
０
１
９
年
を
比
較
す
る

と
、
脳
・
心
臓
疾
患
で
37
・
４
％
か
ら
31
・

６
％
の
４
・
８
％
減
、
精
神
障
害
に
つ
い

て
は
36
・
１
％
か
ら
32
・
１
％
の
４
％
減

に
な
っ
て
い
ま
す
。

③
労
災
請
求
に
対
し

そ
の
処
理
が

追
い
つ
い
て
い
な
い

脳
・
心
臓
疾
患
、
精
神
障
害
と
も
に
処

理
率
（
処
理
件
数
÷
請
求
件
数
）
は
８
割

前
後
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

こ
の
数
年
間
は
、
請
求
件
数
の
伸
び
に

対
し
て
処
理
件
数
が
追
い
つ
い
て
い
な
い

傾
向
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。

●
「
過
労
死
等
の
労
災
認
定
基
準
の
実
効

あ
る
改
善
を
」

「
働
く
も
の
の
い
の
ち
と
健
康
を
守
る
全

国
セ
ン
タ
ー
」
の
冊
子
か
ら
記
載
し
ま
し

た
。

次
回
も
続
き
ま
す
。
（
教
宣
部
）
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帝
京
長
岡
高
校
・
吉
田
大
教
諭
へ
の

懲
戒
処
分
や
強
化
指
定
部
監
督
外
し
等

が
組
合
員
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
し
た

不
当
労
働
行
為
に
当
た
る
と
し
た
新
潟

県
労
働
委
員
会
の
初
審
命
令
（
２
０
１

７
年
11
月
２
日
付
）
に
対
し
て
、
学
園

が
そ
の
命
令
を
不
服
と
し
て
中
央
労
働

委
員
会
に
再
審
査
を
申
し
立
て
て
い
ま

し
た
が
、
１
月
21
日
に
中
労
委
か
ら
命

令
書
が
送
付
さ
れ
、
再
び
学
園
の
不
当

労
働
行
為
が
認
定
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。

中
労
委
命
令
を
受
け
22
日
、
吉
田
大

教
諭
と
私
教
連
、
申
立
代
理
人
弁
護
団

は
県
庁
内
で
記
者
会
見
を
お
こ
な
い
学

園
が
速
や
か
に
命
令
を
履
行
す
る
よ
う

求
め
る
と
と
も
に
、
吉
田
教
諭
の
解
雇

撤
回
・
職
場
復
帰
を
行
っ
て
、
学
園
を

正
常
化
す
る
よ
う
強
く
求
め
て
い
き
ま

す
。私

教
連
や
支
援
団
体
を
含
め
１
月
27

日
か
ら
学
園
へ
抗
議
Ｆ
Ａ
Ｘ
行
動
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

抗
議
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
つ
い
て
は
平
日
に
送

信
し
て
く
だ
さ
い
。
土
日
祭
日
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
の
電
源
が
オ
フ
に
な
っ
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。

国
労
と
し
て
も
、
１
月
23
日
の
執
行

委
員
会
で
説
明
し
具
体
的
な
取
り
組
み

に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。
当
面
は
抗

議
Ｆ
Ａ
Ｘ
行
動
を
取
り
組
み
ま
す
。

組
合
員
の
皆
さ
ん
か
ら
の
御
支
援
・

御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。


